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５ 月に植えたかぼちゃの
苗から、こんなに・・・

ぼっちゃんかぼちゃの収穫

毎日がワクワク そして 夏休み
夏です！　「あつ～い！」

　気温がぐんぐん上がり、心が折
れそうになる日もある中でも、子
どもたちは、理屈ではなく毎日が
ワクワク。子どもたちの遊ぶ姿に
心が癒されます。
　成長著しい子どもたち。遊び体
験を通して、コミュニケーション
力や表現力、ちょっとチャレンジ
など、４月の頃と比べものになら
ないくらい個々の成長が。
　子どもたちは園生活の中で、成
功とか失敗なんてお構いなしの部
分があります。結果を追求する
と、自分も苦しくなります。ただ
無心に何事も一生懸命努力してい
れば、ただそれだけで最高だと思
います。

ほどなく待望の夏休みが
やってきます。一年にいろ
んな休みがある中で、「夏
休み」はある意味特別なも
のかもしれません。よく
「夏休みで変わった」とい
う言葉を耳にします。夏休
みに何があれば子どもが変
わってしまうんでしょうか
夏休みは可能性に充ちてい
ると言ってもいいかもしれ
ません。何かに挑戦する機
会がもてることや家族・地
域とのつながりなど小さな
冒険で何かが発見できるか
もしれませんね。

夏の光を浴
びて
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七夕まつり 
　願いごとは・・・
　田植えした苗は
　　　こんなに

プール 
最高！



五感とひびきあう感性を育み
ます。揺れ動く心が・・・ 

好奇心が勝るか、それとも・・・ 
　園の飼育箱（年長さんが育てて
いたカブトムシの幼虫）で羽化し
た元気なオスのカブトムシなんで
す。 
　子どもたちは大喜び！ 
だけど、困ったことに誰もさわっ
たことがないのです。どうしよう 
「さわりたいんだけど・・・」 
「ちょっとこわい。」でも・・・ 
さわってみたい。大丈夫かなぁ？ 
かみつかないかなぁ？ 
　好奇心旺盛な子どもたち、誰か
触れる子いないのかなぁと見てい
ると、ゆり組の子が「ここをこう
やってもつと大丈夫だよ。」と
言って捕まえて見せた。 

すると、ちょこんと指先で触って
みて、「さわった！」と感激して
いる子も。 
それでも、なかなかさわれない。 
大丈夫！今日さわれなくてもいい
よ。心配ないよ。 
子ども同士のコミュニケーション
がとれ、自分でも気づかないうち
に何かが発見できるかもしれませ
ん。そんな瞬間でした。 
　子どもの「なぜ」「どうして」
に耳を傾け、子どもが興味・関心
をもったことに丁寧に対応してい
くことが大事だと思います。 
　子どもたちが興味を示したこと
が、親にとっても未知の世界であ
るならば、一緒になって学びま
しょう。子どもと同じ方を向き一
緒になって物事に取り組むこと
で、興味をもった分野を伸ばすこ
とにつながるかもしれません。

市の審査会で「特選」！　県へ

大島いおりさんの「カタツムリ」の作品です。
絵の具とクレヨンを上手に使い、カタツムリが生き生きと描かれていますね。

○市入選　中峯なぎさん　

　　　　成尾じょうじさん

　　　　倉岡ゆうしんさん

　　　　八井田かいようさん


虫歯予防ポスターコンクール

どうしよっかなぁ！ 
カブトムシと初対面 
　さわってみたいけど・・・ 
でも、ちょっとこわい・・ 

入賞おめでとう

さわりたいけど・・・どうしよう

県図画作品展

　姶良・伊佐地区の虫歯予防ポスターコンクールで、

○「金賞」に、小澤なぎとさん

○「銀賞」に、戸内おとさんが

入賞しました。

　どちらもダイナミックに口の中を描いて虫歯をなくしましょうと、訴えているようです。

　子どもたちの思いが作品に表れています。色の使い方も　上手いですね。

特選

金賞

銀賞
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